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はじめに
Rimbaudという《unpassant considerable》は真に天才なのか．それ
とも単なるこけおどしの若者なのか。すでに評価は確としているごとく見え
る彼に対して，相変らず上のような疑問は去りはしない。或は文学史上の
名声は確かだけれども，先行の Baudelaireと比較する時，その業績の
完成度においても．思想の熟成度においても遠く及ばずと判定され，わが
国でも文学青年の通有性として．先ず Rimbaudに参らないものは問題
にならないが，後で結局 Baudelaireに到るのでなければ未熟のそしり
は免れないといった面があった。
このような事情が起る原因には，いうまでもなく Rimbaud自身の生
活の信じ難いような変遷と，それに基く伝記的事実の不備があって．なか
なか彼の実像を把握しえない恨みがあるということ，また作品自身につい
ても，《地獄の季節》についての文学的白鳥神話による混乱，《Illumina-
tions》の成立の曖昧さなどがあって，決定的な判断を下すことが困難で
あるということなどを主に挙げることができようが，つまるところ，彼の
作品に対するアプローチがまだ十全でないこと．というより．いくらでも
その道が開ける面を彼の作品自身が持っていて．なかなか究めつくし得な
いということが最大の原因ではないだろうか。
私はいろいろな角度から彼の生涯と作品とを追って来たが（関大文学論集．
「仏語・仏文学」．関大生協「書評」など），真の Rimbaud像を自らの裡に
作り出すためには．やはり《Illuminations》の世界を自分なりに分析しつくさ
ねばならないと思い当り．できればそのすべてについて考察をすすめたいと考
えるようになった。これから数回に渉ってそれをまとめて行きたいと思う。
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《Illuminations》ほど Rimbaud自身と同じく動揺する評価を受けた
作品はあるまい。というよりも．兄思いの Isabelleを妻とした Paterne
Berrichonなどの思い入れによって《地獄の季節》神話が強く主張され
ていた頃には．《Illuminations》はせいぜい《地獄の季節』以前に書かれ
た，火中に投棄された《季節》とともに忘れ去られるべき作品と見なさ
れるしかなかったのである。 Verlaineの有名な1875年5月1日付の手紙
（後で紹介するが Rimbaudから散文詩を預かり．それを Bruxellesの
Germain Nouveauxに送ったという内容のもの）があるにも拘らず．多
くの研究家はその制作年代をあえて《地獄の季節》以前に置こうとした
のであった。 1926年に出され．日本でも早くから翻訳されていた J.m.
Carreの伝記などでも．あくまでも《季節》は白鳥の歌として取り扱わ
れ．《Illuminations》についてはほとんど触れられていない。
この《Illuminations》が一躍脚光を浴びるようになったのは．いうま
でもなく.1949年.H de Bouillane de Lacosteの《Rimbaudet le 
probleme des《Illu_minations》》 (Mercurede France)の発表以来
である。 LacosteはVerlaineの証言を手掛りとして.Rimbaudの自筆
原稿の筆蹟を綿密に検討し．《Illuminations》は《季節》よりも後に．
つまり.73~75年頃に書かれたものだと主張した。《季節》の白鳥神話を
否定するこの発表は．多くの反響を呼び．当然のことながら賛否両論が渦
を巻くことになる。たとえば．《Illuminations》には《季節》よりもずっ
と多くの英語が使われていることを基に2度目の英国滞在である74年にま
とめられたとするV.P.Underwood, オランダ領インド諸島への旅行や
パリ万国博の印象に基く作品も存在すると推定し．下限を78年まで延長し
たD.Ade Graafなどは積極的な肯定派原稿は清書ということもあっ
て（とくに Rimbaudにその傾向があったことは認められている）必
ずしも創作年代を決定するものではないとして．従来の説の方を信用し
うるとする R.Etiemble,Verlaineの証言自身が曖昧であり．ま
た作品内部を分析してみても従来説を裏づける材料は数多いという C.
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Chadwiekなどは反対派，さらに統計学的な手法を用いて Rimbaudの
文体の変化を考察し，《Illumination~》には《季節》以前の作品もある
として一部修正を迫った P.Guiraud もおり，最近においても， E.
Starkieや S.Bernard らは結局，混合説を主張している。要する
に《Illuminations》の成立時期はやはり明確にはしがたいというのが真
相である。ただ，それにしても《季節》が白鳥の歌だとする Rimbaud
神話が大きく揺いだこと，《Illuminations》が《季節》に劣らず重要な
作品であるということだけは明らかになったと言えよう。その意味で de
Lacosteの投げかけた波紋は決して小さくはない。
いずれにしても．このように諸説があって定まらぬかぎり，われわれは
自らその作品に具体的に当り．自らの Rimbaud観をはっきりと構築せ
ねばならないということになるのではないか。これから試みようとする解
釈もその意味で，先人の跡をふみしめながら，少しでも新しい道筋を求め
ようとするささやかな冒険の一つとなるはずである。しかし．それに先立っ
て先ず問題の原稿にまつわる一連の報告と．それにからんで起る標題その
ものの意味の問題とについて簡単にふれておかねばなるまい。
2 
《Illuminations》がはじめて公表されたのは1886年，週刊誌《LaVogue》
においてであったが，この雑誌の編集長で詩人でもあった GustaveKahn 
の手許に届けられるまでに，その原稿はどんな運命を辿ったのか。
先ずこれが話題となるのはやはり Verlaineによってである。 1875年
5月 1日 Suttgartで Rimbaudと再会した後， Rimbaudの旧友で
あった Delahayeあての手紙に彼は次のように書いている。
《Rimbaud m'ayant prie d'envoyer, pour etre imprimes, des 
poemes en prose siens (que j'avais) a ce meme Nouveau, alors 
a Bruxelles (je parle d'il y a deux mois !) , j'ai envoye-2 francs 
75 de port-illico, et tout naturellement ai accompagne l'envoi d'une 
lettre polie…》
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この Verlaineの持っていた原稿が《Illuminations》のすべてであ
るのかどうかは明確でない。さらに送られた Nouveauがどのように奔
走し．どのように処置しようとしたのかも審かではない。
続いて同じ Verlaineの次の手紙にこの原稿の話が出るのは 3年後の
1878年8月のことである。彼は義弟 Charlesde Si vryあてにこう書
いている。
《Avoir relu llluminations (Painted Plates) du sieur que 
tu sais. ainsi que sa Saison en en/er, ou je figure en quantite 
de Docteur Satanique, (Qa, c'est pas vrai !)》
ここで Verlaineは《季節》の「錯乱」と《Illuminations》の「放
浪者」とを錯覚しているが．この手紙は標題をはじめて紹介し.Painted 
Plates (絵皿）という英訳を示した点で注目に価する。
この原稿が一度 Sivryにもどされ．その後再び Verlaineが要請
したりしながら結局果たされず.1883年には Verlaineは．雑誌《Lut如e》
の《LesPoetes maudi ts》の中で．これは永遠に失われたと書くに到っ
ている。しかし.1884年,Verlaineは突然この原稿が Sivryの許に
あることを思い出し. Leo d'Orferを通じてそれを求めさせた。 Si-
vryはその一部を d'Orfer に送ったが．その大部は Louis Le 
Cardonnelにあて送り，適当と判断したら Verlaineに渡すように依
頼したようである。（これは1886年のことと推定される）。
かくて．さらに 1. 2の人の手を経た原稿が《LaVogue》の Kahnの
手に渡り．その雑誌に発表の上．単行本に上梓されたのである。ここで
Verlaineはまた問題の発言をする。それはこの標題の《Illuminations》
とは．英語であり colouredplatesを意味し．それが Rimbaudがそ
の原稿に与えていた副題だと述べたのである。もともと Verlaineの種々
の発言には．故意が無意識か．しばしば曖昧性かつ矛盾があり．それが種々
の議論を巻き起しているが．ここでも先の Sivryあての手紙でふれた
painted platesとは異った名称を附している。後者がたんに《色塗りの
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皿》を意味するのに対し，前者は《彩色された画板》を意味するので，か
なりの差異があり，またまた議論を呼んだのであるが，あまり英語が得意
でなかった Rimbaudのことだから，その副題を特に考慮せず，フラン
ス語にも意味として存在する《（古写本などにつける）彩色版画》と考
えればよいという S.Bernardや．或いはもともとフランス語として
《照し出されたもの》とか《天啓》という意味を持っていると考える E.
Starkieなどの説も十分参考に価するといえるだろう。
以上の原稿の変遷についても，同様の理由からいくつもの異説がなく
はない。とくに， Verlaineは Stuttgartで Rimbaudから原稿は受
取っていない，とか，その時受取ったのが Sivryであった，とか，そ
の後の所有者を必ずしも Sivryと限定できないとかがその大きなもの
であろう。しかし，そのどれもが決定的な反証を持たないこともあり，大
筋において上に紹介した変遷を認め．結局は渋沢氏らが『ランボー全集』
m c人文書院）で結論するごとく，《その大部分は1886年『（ヴォーグ』
編集室に，残り 5篇は189団三ヴァニェのもとに一旦は集まったのであった》
(66頁）．とするしかあるまい．因にその後，この原稿はまたどこかに姿
を消しているものも多く，処々に分散しているようである。
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この原稿の伝達径路が不分明なことに加えて，すでにふれたようにそれ
が清書されていたものだったという事実は《Illuminations》の創作年代
を決定するのに大きな妨げとなった。さらに Verlaineと Delahayeと
いう二人の近い友人の証言が全く対照的であったことはそれに拍車をかけ
ずにはおかなかったので，年代順的に言えば， 1891年の Vanier版まで
は Verlaineの《1873~5年》説が採用され，その後1898年から1912年
にかけて補完された Berrichon版の出現によって Delahayeを採用し
た《1872~3年初》説が大きくクローズアップされることになったのであ
る。これは言うまでもなく Berrichonらの《季節》の白鳥神話を確立
するための意図的な努力に基くもので，親友の Delahayeの記憶を中心
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におき，実妹の Isabelleを妻とするという個人関係を誇示する Berri-
chonの説が強い説得力を持ったことは想像に難くない。
これに明確な反証を示し. Rimbaud研究に新しい道を開いたのが
Lacosteであったこともすでにふれた通りであるが，このような事実に
こだわらねばならぬのも，《季節》の白鳥神話は．やはり Rimbaud理解
の根源にふれるものであり，《Illuminations》を後続のものとすること
は,Rimbaud像に激しい変改を迫りかねないからであろう。要するに
Rimbaudは《季節》によって真に文学や詩そのものに訣別を告げたのか．
それともその最後に達した一つの境地によって新しく《Illuminations》
が誕生したのか．その秘密を明かすのが《Illuminations》の原稿の創
作年代ということになるのである。《地獄》を焼き捨てたという神話が．
むしろ経済的な理由などによって出版社の倉庫に放置されていたにすぎな
いという事実によって一応覆された今となっては， Berrichonらによっ
て作り出された Rimbaud像の修正は必然であろう。しかし，それでも
《Illuminations》の創作年代がどの辺りに置かれるかは．やはりこの 2
つの詩集の意味づけに大きく影響することは当然である。たとえば．西
條八十のように,Lacosteの説を含みつつも．あくまでも《季節》を
Rimbaudの到達点に置き．《Illuminations》には Rimbaud の果て
しない詩法模索の実験室の地位を与えている人もあるし， A.Adamのよ
うに，《Illuminations》の各篇の多彩なイメージが体験とか見聞した事
実に基いていることを理由に，作品の内容から1872~8年に及ぶ長期の期
間を仮定し， Rimbaudの詩境の拡がりを見ようとする人もある。
いずれにしても，われわれに必要なことはこれらの諸家の見解に自ら数
多く当りながらも，最終的にはあえて自らに固有の Rimbaud像を抱く
ということではないであろうか。小林秀雄の Rimbaud像が《季節》の
白鳥神話に基く些か偏ったものであっても，なおわれわれを含む多くの後
進たちに， Rimbaudへの果てしない憧憬をかき立てたことを忘れること
はできない。 Rimbaudがこの《Illuminations》執筆の辺りを境に，い
わゆる《l'hommeaux semelles du vent》になったことは間違いない。そ
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して．もしそうであるなら，彼の詩や文学への思いはそこで絶えたのか．
われわれが可能なかぎり確認せねばならぬのは．実はその点なのである。
その意味でその頃の Rimbaudの生き様はどうであったか，それを少し
詳しく知る必要があろう。
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恐らくわが国でもっとも鋭く《Illuminations》の成立事情に迫った最
初のものといってよいのは鈴村和成氏の『ランボー叙説―＜ィリュミナ
シォン考＞』 (1970)であろうが，彼はその「象徴性をもった伝記的考察」
の章を， Bruxellesでの事件が終末を迎えた1873年夏から翌年 Germain
Nouveauと Londonで過した数ヶ月の Rimbaudの実像追求から始
めている。そこで引用されている AndreBretonの言葉は次のようだ。
《研究家たちの注意は1874年に喚起される。この年にランボーは20オに
なるのだが，われわれはつねに．この年を．ランボーの思考と生の．鍵に
なる年である．と考えてきたのである》（『野の鍵』同書28ペー ジ）
この KeyWordを示した後．鈴村氏は73年末の CafeTaboureyに
おける Nouveauとの遭遇から Londonでの 2人の生活へと筆を進め
るが．われわれはかなり新しい Petitfils,Matarassoの Rimbaud伝
を基にその頃の Rimbaud像の再現を試みてみよう。
《幕は1874年3月にまた開く。この日26日， GermainNouveauが Jean
Richepinに，急に Parisを去って．今,Rimbaudとともに Londonに
いると伝えている》（同書 p.158) 2人はかなり苦しい生活を強いられな
がら．職を探し，詩を書き，図書館通いをしていた。《四切れのパンに．
まあまあ盛り上った一皿のポテトフライと魚》といった粗末な食事ではあっ
たが， 2 人の創作意欲はかなりのたかまりを示していた。《Illumina—
tions》の原稿のいくつかはこの時に書かれたものと思われる（その中に
Nouveauの手によるものもいくつかあったことは知られている）。
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もっとも Midi出身の Nouveauは必ずしも苦労を求めてする性質で
はないので， Parisの雑誌《LaRenaissance》に寄稿をすることで生
活費を得ようと試みるのだったが， Petitfilsらに言わせれば，この頃
の彼の詩にはかなりの Rimbaud調が見られるという。そして，ついに
は後ほど Nouveauのものとされる「失われた毒」「三本のビン」など
が Rimbaudの筆で書かれるほどに到っている。
ところが，何か一種の明かるさすら潜めていた共同生活を捨てて， Nouveau
が突然.Londonを去ってしまう。かつての Verlaineの時のように 2人
の間に何かがあったのではない。ただ想像されるのは Nouveauがフラン
スにいる友人から， Rimbaudと同居していることがいかにマイナスであ
るかを十分すぎるほど知らされたのではないかということだ。 Bruxelles
でのスキャンダルを想起すれば十分だったろう。もっとも 2人の名誉のた
めに言えば，彼らの間にはそんな関係はなかったらしい。しかし，どちら
にしても Rimbaudはまたまた完全な孤独の中に沈むばかりであった。
折しも Verlaineの離婚訴訟も彼の敗北で結着がついていた (74年4月
24日）。
恐らくその孤独の中で生まれたに違いない《Villes》を引用しながら．
鈴村氏はそこに Rimbaudが幻滅と失意の孤独の中で《裸形に放置さ
れた無感動の精神の形式だけ》を活発に動かしていると読み込んでいる。
… Sur quelques points des passerelles de cui vre, des plates-
formes, des escaliers qui contourent les halles et les pilliers, 
j'ai cru pouvoir juger la profondeur de la ville ! C'est le prodige 
dont je n'ai pu me rendre compte: quels sont les niveaux des autres 
quartiers sur ou sous l'acropole? Pour l'etranger de notre temps 
la reconnaissance est impossible. Le quartier commer四ntest un 
circus d'un seul style, avec galeries a arcades. On ne voit pas 
de boutiques, mais la neige de la chauss釦 est釦ras知； quelques 
nababs aussi rares que les promeneurs d'un matin de dimanche a 
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Londres, se dirigent vers une diligence de diamaI1ts. Qulques 
divans de velours rouge; on sert des boissons polaires dont le prix 
varie de huit cents a huit mille roup1es .. 
（銅の歩道橋，台地，市場と列柱を取り巻く階段などのある地点に立
つと．ぼくは都市の深度が測れるような気持がした。それはぼくには
理解できない奇蹟なのだが．アクロポリスの上か下かにある他の地区
は一体どんな高さになるのだろうか。現代の異邦人には見極めること
は不可能なのだ。商業地区とは単一様式の円形広場で．アーケードつ
きの回廊をめぐらしている。品物は見えないが．車道の雪は踏み荒さ
れて，ロンドンの日曜の朝の散歩者と同じぐらい珍らしい何人かの金
持がダイヤモンドの乗合馬車へと向って行く。赤いビロードの長椅子が
いくつか。極地の飲物が出されるが，その値段は800ルビーから8000
ルヒ°ー とさまざまだ・・・）
この空想とない交ざる情景の描写を見れば Rimbaudの胸に沈み込む
孤独の深さも自ら測られようが，その情景の中に人り込み．まさに《無機
的な》視線と化した彼の眼ざしはやがて不思議な現代性を帯びた同種の
《都市性作品》を多く生み出すことにもなる。
しかし．この孤独の何ヶ月かの後にわれわれは奇妙な家族的馴れ合いに
ひたる Rimbaudの姿を見出す。 7月5日， 16オの妹 Vitalieを伴っ
たMmeRimbaudは Charlevilleを出発，翌6日， Londonに到着した。
この苦手のはずの母を呼び出した Rimbaudの意図は定かではない。それ
ほど孤独が彼を追いつめていたのか，或は創造の仕事の一段落とでもいっ
た静かな心にもどっていたのか，とにかく， Vitalieが絨毯が敷きつめ
てあるといって驚いたホテルに 2人を案内した Rimbaudは，二，三日
は議事堂，シティ地区．テームズ河など， Londonの街々をいろいろ案内
してみせた。すばらしい店に入ってみようとせがむ母にいそいそとつき従
う Rimbaud,冷たい飲み物がほしいと思う Vitalieにすかさずアイ
スクリームを買ってやる Rimbaud,思いもかけない優しさを示す彼の姿
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を Vitalieの当時の日記は詳しくわれわれに伝えてくれる。
しかし．この状態は三日と続かなかった。 Rimbaudはまた図書館通い
を始め．夕食にしかもどらなくなった。《わたしは悲しい思いにとりつか
れている。退窟で．心で泣いている》と Vitalieは書くようになった。
母もまた同じ状態に陥入った。職を探そうともしない Rimbaudに焦立っ
た母は．ふたたび厳しい表情を取り戻し，決心をしないなら私たちはす
ぐにCharlevilleに帰ると脅かすに到った。この母の脅しに Rimbaud
も渋々腰を上げ， 7月31日の早朝4時半という時刻に，《悲しげな》兄の
姿が Londonの朝霧に消えて行ったと Vitalieは報告している。
その後 Rimbaudの辿った道は必ずしも明確ではない,Scotlandに
行ったという説もある。 Yorkshireの Scarboroughに赴いたと考え
た人もいる（この町のことが「岬」に書かれているからだというのだが）。
しかし E.Starkieの熱心な追跡調査によって明らかにされたところ
によると，彼はこの秋.11月に London郊外の Readingにいたこと
は間違いない。それは1月7日. 9日の両日にわたってタイムズ紙に次の
ような彼の求職広告が出されているからだ。
《Un Parisien (20 ans) ayant les plus hautes conna這sances
litteraires et linguistiques, excellente conversation, voudra 
bien accompagner un Gentleman (artiste de preference) ou bien 
une famille ayant l'intention de voyager dans les pays du midi 
ou d'Orient. Tr蕊 bonnesreferences A.R. n• 165 King's Road. 
READING.》
この番地は当時フランス語塾を開いていた CamilleLe Clairとい
うフランス人の家だというところまで Starkieはつきとめている。従っ
て少くともこの頃までは Rimbaudはフランス語の教師でもしていたので
はないかと推定できる。しかし，この広告に対して期待した反応はなかっ
たようだ。われわれはこの年末には.Charlevilleで家族とともにクリ
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スマスを過す Rimbaudの姿を見出すからである。
この広告記事の中に後の Rimbaudの実際の旅への胎動を読みとるこ
とも可能であろう。或は粟津則雄氏のごとく，かって《海の大気はぽく
の肺を灼くだろう。ぼくは弓ーロッパを去るのだ》と豪語した想像の旅の
中での若者がかくも惨っぽく身を落したと嘆くことも可能であろう。しか
し．この記事に到りつくまでの数ヶ月の間に Rimbaudの内側に何かが
起ったのではないのだろうか。そのことを特異な視点から浮かび上らせて
いるのは前述の鈴村氏の観察である。彼は Rimbaudが他ならぬ母を呼
んだという事実を重視して次のように言う。
《これは単純な事実であるが見逃されやすい盲点である。はとんどのラ
ンボー研究家がアルチュールの母．ヴィタリィ・キュイフのアルチュール
に投げかける不吉な影については言及しているけれども，この時点におけ
る詩人のいちじるしい変身が看過されているのは，なぜであろうか。》（前
掲書67ペー ジ）
かくて鈴村氏は《夢の冒険家》から《現実の冒険家》へと変って行く
Rimbaudに深く母親の影響があることを説くのであるが，ここでもう少
し，その母親 MmeRimbaudについてふれておく必要があろう。
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Rimbaudの母 VitalieCuifが Ardenneの農家に生まれ，多く
の不幸を経て厳しい性格の女性になって行く経緯はいろいろなところで語
られているが，《狂気と酒飲みの家》と村人たちに思われていた一家をけ
なげに切り盛りしながら，自らのうちにも同じ崩壊の素質を感じた彼女が
全力で厳しい世界に閉じ込める必要があったと分析しているのは粟津則雄
氏である (NHKプックス『アルチュール・ランボー』）。このような性格
はランボー大尉とのまたまた不幸な結婚とその蒸発によって相乗され，子
供たちに鉄の栓桔を与えることになり，さらにその子供たちの中でも最も
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期待しうる素質を持った Arthurに圧倒的に覆いかぶさることとなった。
粟津氏は娘 Vitalieの遺体を発堀し，その状態を同じ娘の Isabelle
に克明に報告する彼女の姿を描写し，彼女の《このおそろしく醒めた一種
の物質感覚と，死への偏執》が，《死の法則》となって Arthurを支配
したと言っているが，まさしく Rimbaudの人間としての自覚はこの母
の圧制からの脱脚と同義であったのであり．ひいて言えば Rimbaudに
とって詩を書く行為はこの恐るべき死の栓桔からの解放に他ならなかった
のである。 Rimbaudの詩が灼熱的な爆発とならざるを得なかったのはそ
のためであり．それ故に見者の手紙などに見られる旅埓の生活の実行も，
また，《長期にわたる．途方もない．理にかなった》あらゆる感覚の錯乱
もけっして単なる言あげではなく，真の詩人としての自立を彼に招来す
る実際的な行為だったのである。 1871年を Rimbaudの決定的な転機と
Petitfilsたちが言うのもこの意味で間違いのないことだった。その
Rimbaudがここで母親を Londonに呼んだというのである。そこには
彼の中の何等かの重大な変質を推測させるものがある。先に引用した鈴村
氏の指摘はここをついて余すところがない。
《ランボーの詩作行為は，この時まで，ある意味では，ほとんどたえざ
る母からの遁走試行であったのかもしれない…それゆえ，ランボーの血縁
マイナス
的思想構造の発想からすれば，詩は，とりわけ負の極量としての文学は，
ヴィタリィ・キュイフという極端な対立存在を前提として．はじめてその
危険な均衡を支えてきたといえる．．．この二者は相互に伯仲しつつ敵対する
ことによってのみ表現を得たのであり，一方の勝利はすなわち即座に，言
語の挫折をみちびいたのである。》（前掲書67~8ペー ジ）
゜このような Rimbaudの母親への屈伏はいったい何を意味するのであ
ろうか。あの第一の転機と全く逆の方向への展開が行われたと思うしかな
いのではないか。・鈴村氏はそれを《詩がランボーを離れて行く》姿が見え
ると言うが，この辺で Rimbaudの詩人としての《季節》が終ると考え
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られるのではないだろうか。すなわち《ざらざらした現実》にふれるため
に《土に還った》と考えられるのではないか。 J.M.Carreは《季節》
にふれて，《ランボーの母親はこの小冊子を読んだが，さっぱりわからな
かった。しかしながら，それは，個人としての彼女の勝利を明らかに示す
ものだった。彼女は息子に打勝ったのだ》と述べたが．これはまさしくこ
の時期に，つまり《Illuminations》の執筆のところにあてられて然るべ
きだったのだ。
Rimbaudが Ardenneの家庭にもどった1874年の冬は．まさに Bru-
xellesのドラマを終えてもどったあの一年前の狂おしい夏とはまったく対
照的に．恐らく骨をも凍らせる酷寒となったのではなかろうか。《lllumi-
nations》と《季節》はその意味でも彼の両極を形造るものとなる。それ
に彼はまさに20オを迎えていた。ある評家の言うように《少年期は生き切ら
れた》という実感が冷た<Rimbaudの胸をよぎらなかっただろうか。
《Enfance》の透明なまでの抒情性は何よりも彼のその思いを明白にわれ
われに告げる。
Au bois il y a un oiseau, son chant vous arrete et vous fait 
roug1r. 
1 y a une horloge qui ne sonne pas. 
1 y a une fondrier-e avec un nid de bates blanches. 
1 y a une cath紺ralequi descend et un lac qui monte. 
1 y a une petite voiture abandonn細 dansle tailis, ou qui 
descend le sentier en courrant, enrubannee. 
1 y a une troupe de petits comediens en costumes, aper匹S
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sur la route a travers la lisiere du bois. 
1 y a enfin, quand l'on a faim et soif, quelqu'un qui vous 
chasse. 
森に小鳥が一羽いて その歌声に君たちは立ち止まり 頬を赤らめる。
時を打たない時計がある。
窪地があって白い獣が巣を作っている。
くだ
降って行く聖堂があり 昇って行く湖がある。
小さな車が雑木林に捨てられている。いや或は リボンをかけられ
くだ
小道を走って降る
衣装をつけた子供役者の一団がいて，森の端れの街道を行くのが見
える。
そして結局，飢えと渇きに苦しむ時は誰かが君たちを狩り立てるの
だ。）
ここに苦渋の跡は見られない。言葉がそれぞれもつ物質性がぢかにわれ
われの胸に響く。詩の言葉の物質性を説いたのは Sartreだが，この詩
は紛れもなく自立したものとしての言葉の展開をわれわれに提示する。ふ. . . . 
つうの意味での伝達を拒否しながら，ー語々々，揺ぎない表現となってわ
れわれの胸を突いてくるのだ。《Illuminations》にはこの種の透明な抒情
性を持った詩がいくつも見出される(《Vies》《Vagabonds》,《Jeunesse》
など，《Apresle deluge》《Depart》《Phrases》, 《Veillees》, 《Aube》
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《Fairy》なども観点を少し変えれば同じ性質を持っている。）これらに
すでにあげた《Villes》のような新しい視点からの構築的作品とを合わ
せると大体《Illuminations》の根本的な方向は把握されるだろう。しか
し残念ながら紙数の都合により各作品の分析とその総括は別の機会に譲ら
ねばならない。
ただ一つ，伝記的な事実として最後に次のようなことを述べてこの稿の
円環を一応閉じておくことにしよう。
1875年 1月16日, Verlaineが Monsの牢獄を出所, Parisにもど
り，妻 Mauteの離婚の決意の固さを思い知らされる。
同じ年2月,Rimbaudはただドイツ語を学；ゞ目的で Suttgartに向っ
ていた。
両者に共通の友人 Delahayeを介し, Verlaineは Stuttgart に
赴き 2年ぶりに Rimbaudと会う。しかし．その結果は惨謄たるものだっ
た。 3月5日付,Delahayeあての Rimbaudの手紙を見よう。
《Verlaineest arrive ici l'autre jour, un chapelet aux pinces 
…. Trois heures apres, on avait renie son dieu et fait saigner 
les 98 plaies de N. -S. 1 est reste deux jours et demi, fort 
raisonable, et sur mon remonstration s'en est retourne a Paris. 
pour, de suite, aller finir d'etudier la-bas dans CUe.》
その後．この二人の間には直接の軌跡の交錯はない。しかし，どうして
か Rimbaudは《Illuminations》の原稿を Verlaineに渡した（こ
の不可解さがいろいろな解釈を生む原因となったことはいうまでもない）。
かくて初めに述べた《Illuminations》をめぐる諸問題が生起するのであ
る。
（本学教授）
